
減らなかった減らなかった「沖縄の負担」「沖縄の負担」
嘉手納基地Ｆ嘉手納基地Ｆ1515戦闘機の訓練移転戦闘機の訓練移転

「騒音激化、「騒音激化、最悪レベル／訓練移転効果なし」最悪レベル／訓練移転効果なし」

  在日米軍再編に伴う、在日米軍再編に伴う、米軍嘉手納基地所属のＦ１５米軍嘉手納基地所属のＦ１５

戦闘機の本土移転訓練期間中の六日、戦闘機の本土移転訓練期間中の六日、北谷町が砂辺北谷町が砂辺

地区に設置した騒音測定器が三月としては最高、地区に設置した騒音測定器が三月としては最高、今今

年に入って二番目となる一一五年に入って二番目となる一一五・・六デシベル六デシベル（二メー（二メー

トル前方の自動車の警笛に相当）トル前方の自動車の警笛に相当）を記録したことがを記録したことが

九日、九日、分かった。分かった。沖縄の負担軽減をうたった初めての沖縄の負担軽減をうたった初めての

訓練移転は、訓練移転は、騒音面で裏腹な結果となり、騒音面で裏腹な結果となり、野国昌春町野国昌春町

長は長は「移転前に危惧した通りだ」「移転前に危惧した通りだ」と憤った。と憤った。

（沖縄タイムス３月１０日朝刊）（沖縄タイムス３月１０日朝刊）

　　騒音削減で合意したのに　　騒音削減で合意したのに･･････
　日米両国政府は在日米軍再編協議の中で、　日米両国政府は在日米軍再編協議の中で、嘉嘉

手納基地に所属するＦ１５戦闘機の訓練の一部手納基地に所属するＦ１５戦闘機の訓練の一部

を、を、全国６ヶ所の航空自衛隊基地に移転するこ全国６ヶ所の航空自衛隊基地に移転するこ

とで合意しました。とで合意しました。Ｆ１５戦闘機の爆音が大きＦ１５戦闘機の爆音が大き

く、く、住民の生活の妨げとなっていたことから、住民の生活の妨げとなっていたことから、

「沖縄の負担軽減」「沖縄の負担軽減」のために決められたのです。のために決められたのです。

　ところが上記の記事の通り、　ところが上記の記事の通り、嘉手納基地の騒嘉手納基地の騒

音削減を目的とした訓練移転の最中の騒音が、音削減を目的とした訓練移転の最中の騒音が、

「最悪レベル」「最悪レベル」となってしまったのです。となってしまったのです。

　なぜ減らない？嘉手納基地の爆音　なぜ減らない？嘉手納基地の爆音
  嘉手納基地には今年２月、嘉手納基地には今年２月、最新鋭ステルス戦最新鋭ステルス戦

闘機Ｆ２２闘機Ｆ２２・・１２機が新たに配備されました。１２機が新たに配備されました。

同機の騒音は、同機の騒音は、Ｆ１５戦闘機と同じレベルでＦ１５戦闘機と同じレベルで

す。す。また嘉手納基地では、また嘉手納基地では、基地所属機だけでは基地所属機だけでは

なく、なく、沖縄海兵隊のＡＶ８Ｂ戦闘機や、沖縄海兵隊のＡＶ８Ｂ戦闘機や、岩国基岩国基

地のＦＡ１８戦闘機、地のＦＡ１８戦闘機、厚木基地の空母艦載機な厚木基地の空母艦載機な

どが日常的に訓練を行っています。どが日常的に訓練を行っています。韓国やハワ韓国やハワ

イ、イ、米本土に所属する戦闘機や輸送機も、米本土に所属する戦闘機や輸送機も、訓練訓練

や補給で嘉手納基地にやってきます。や補給で嘉手納基地にやってきます。

  １日の間に嘉手納基地を離着陸する航空機の１日の間に嘉手納基地を離着陸する航空機の

総数を考えれば、総数を考えれば、５機や１０機程度が数日間移５機や１０機程度が数日間移

転しても、転しても、爆音被害は何も変わらないのです。爆音被害は何も変わらないのです。

　　受け入れ先の反応は　　受け入れ先の反応は
　『基地周辺の住民は　『基地周辺の住民は「米軍の騒音は自衛隊よ「米軍の騒音は自衛隊よ

り大きかった。り大きかった。もう来てほしくない」もう来てほしくない」と話した』と話した』

という記事が、という記事が、西日本新聞３月８日夕刊に掲載西日本新聞３月８日夕刊に掲載

されました。されました。訓練移転期間中、訓練移転期間中、地域の人々は反地域の人々は反

対運動を続けていました。対運動を続けていました。

　今回の訓練で防衛施設庁と周辺自治体は、　今回の訓練で防衛施設庁と周辺自治体は、①①

訓練は航空自衛隊と米軍が共同で実施、訓練は航空自衛隊と米軍が共同で実施、②１回②１回

あたり約１～１５日間、あたり約１～１５日間、年間５６日以内、年間５６日以内、③国③国

は騒音調査を実施、は騒音調査を実施、④事件④事件・・事故事故・・緊急時使用緊急時使用

の場合は速やかに通知の場合は速やかに通知・・説明、説明、⑤地域振興に最⑤地域振興に最

大限配慮――という協定を作成しました。大限配慮――という協定を作成しました。

しかし協定には、しかし協定には、夜間飛行訓練の禁止や、夜間飛行訓練の禁止や、部部

隊を常駐化しないことの明記など、隊を常駐化しないことの明記など、地元自治体地元自治体

が求めていた項目ははいりませんでした。が求めていた項目ははいりませんでした。一方一方

で、で、展開と撤収に要する期間は訓練期間に含ま展開と撤収に要する期間は訓練期間に含ま

ない、ない、これまでにあったこれまでにあった「米軍の訓練は年４回」「米軍の訓練は年４回」

という制限を撤廃するなど、という制限を撤廃するなど、米軍にとって都合米軍にとって都合

のいい条件になっています。のいい条件になっています。

●訓練の移転先は？●訓練の移転先は？

千歳基地千歳基地（北海道）、（北海道）、三沢基地三沢基地（青森県）、（青森県）、小松基地小松基地

（石川県）、（石川県）、百里基地百里基地（茨城県）、（茨城県）、新田原基地新田原基地（宮崎県）、（宮崎県）、

築城基地築城基地（福岡県）（福岡県）

●訓練の実施回数は？●訓練の実施回数は？

タイプ１訓練　１～　５機　１～　７日　年１２回タイプ１訓練　１～　５機　１～　７日　年１２回

タイプ２訓練　６～１２機　８～１４日　年　３回タイプ２訓練　６～１２機　８～１４日　年　３回

●費用の負担は？●費用の負担は？

「「沖縄の負担軽減」沖縄の負担軽減」が目的のため、が目的のため、費用の費用の7575％を日本％を日本

が負担。が負担。０７年度の予算は、０７年度の予算は、約３億７０００万円約３億７０００万円

●築城基地から離陸する米空軍Ｆ１５戦闘機●築城基地から離陸する米空軍Ｆ１５戦闘機→→
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取扱い団体取扱い団体
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青森県／三沢基地青森県／三沢基地

空軍★第空軍★第3535戦闘航空団戦闘航空団

神奈川県／座間基地神奈川県／座間基地

陸軍★第９戦域支援陸軍★第９戦域支援

　　　コマンド　　　コマンド

■■

東京都／横田基地東京都／横田基地

在日米軍司令部在日米軍司令部

空軍★第５空軍司令部空軍★第５空軍司令部

神奈川県／横須賀基地神奈川県／横須賀基地

海軍★在日海軍司令部海軍★在日海軍司令部

　第７艦隊　第７艦隊

    空母キティーホーク空母キティーホーク

神奈川県／厚木基地神奈川県／厚木基地

海軍★第５空母航空団海軍★第５空母航空団

　　　（空母艦載機）　　　（空母艦載機）

山口県／岩国基地山口県／岩国基地

海兵隊★第海兵隊★第1212航空群航空群

海自●航空部隊海自●航空部隊

■■

■■

■■

■■

■■

■■ ←←

←←
←←

現在の米軍基地と再編による変化現在の米軍基地と再編による変化

　は再編による変化　は再編による変化

小松基地小松基地

千歳基地千歳基地

築城基地築城基地

新田原基地新田原基地

鹿屋基地鹿屋基地

北部訓練場北部訓練場

辺野古辺野古

キャンプキャンプ・・シュワブシュワブ
海兵隊★第４連隊海兵隊★第４連隊

キャンプキャンプ・・ハンセンハンセン
海兵隊★第海兵隊★第1212連隊連隊

空軍★嘉手納基地空軍★嘉手納基地
Ｆ１５戦闘機の訓練を、Ｆ１５戦闘機の訓練を、
北海道北海道（千歳）（千歳）・・三沢三沢（青森）（青森）
茨城茨城（百里）（百里）・・石川石川（小松）（小松）
福岡福岡（築城）（築城）・・宮崎宮崎（新田原）（新田原）にに
移転。移転。
ＰＡＣ３ミサイルを配備。ＰＡＣ３ミサイルを配備。

↑↑↑↑

●空自●空自･･航空総隊司令部を航空総隊司令部を

移転。移転。米空軍司令部と統合し米空軍司令部と統合し

ミサイル防衛に対処。ミサイル防衛に対処。

百里基地百里基地

　は現在の米軍基地　は現在の米軍基地

★陸軍第１軍団司令部★陸軍第１軍団司令部
を移転を移転（米本土から）。（米本土から）。
●陸自●陸自・・中央即応集団中央即応集団
司令部を新設。司令部を新設。
★相模総合補給廠に戦闘★相模総合補給廠に戦闘
指揮訓練センターを新設。指揮訓練センターを新設。

★在沖海兵隊★在沖海兵隊80008000人人・・家族家族90009000人を人を
グァムに移転。グァムに移転。 本島南部の４施設を返還。本島南部の４施設を返還。

長崎県／佐世保基地長崎県／佐世保基地

海軍★第７艦隊海軍★第７艦隊

強襲揚陸艦エセックス強襲揚陸艦エセックス

空自空自・・青森県車力分屯地青森県車力分屯地

空軍★Ｘバンドレーダー空軍★Ｘバンドレーダー

★空母キティーホーク★空母キティーホーク
の後継艦としての後継艦として20082008年年
に、に、原子力空母を配備。原子力空母を配備。

海兵隊★普天間基地海兵隊★普天間基地

基地は辺野古に移転。基地は辺野古に移転。

空中給油機を岩国に移空中給油機を岩国に移

転し、転し、鹿屋とグアムに鹿屋とグアムに

ローテーション。ローテーション。

★空母艦載機部隊を厚木から岩国へ。★空母艦載機部隊を厚木から岩国へ。
●海自航空部隊を岩国から厚木へ。●海自航空部隊を岩国から厚木へ。

これが在日米軍再編だこれが在日米軍再編だ

■米軍再編特措法案に含まれる経費■米軍再編特措法案に含まれる経費

　●グアム移転費　　　　　●グアム移転費　　　　    7000    7000億円億円

　　（内わけ）　　（内わけ）

　　基地建設　　基地建設・・生活施設建設　生活施設建設　32203220億円億円((財政支出財政支出))

　　家族住宅建設　　　　　　　　家族住宅建設　　　　　　29302930億円億円（融資）（融資）

　　基地内インフラの整備　　　　基地内インフラの整備　　 850 850億円億円（融資）（融資）

　●再編交付金　　　　　　　　●再編交付金　　　　　　　10001000億円億円

■新規の法律を必要としない経費■新規の法律を必要としない経費

　●国内の基地建設　●国内の基地建設・・部隊移転費　不明部隊移転費　不明

在日米軍再編関連経費　総額３兆円在日米軍再編関連経費　総額３兆円

米軍再編関連０７年度予算　約７２億円米軍再編関連０７年度予算　約７２億円
　●在沖海兵隊のグアム移転　　　　　３．　●在沖海兵隊のグアム移転　　　　　３．０億円０億円

　●在沖基地の再編　　　　　　　　１２．　●在沖基地の再編　　　　　　　　１２．０億円０億円

　●第１軍団司令部の座間移転　　　　１．　●第１軍団司令部の座間移転　　　　１．０億円０億円

　●厚木から岩国への艦載機移転　　　１．　●厚木から岩国への艦載機移転　　　１．５億円５億円

　●嘉手納基地戦闘機訓練移転　　　　３．　●嘉手納基地戦闘機訓練移転　　　　３．７億円７億円

　●交付金　　　　　　　　　　　　５１．　●交付金　　　　　　　　　　　　５１．０億円０億円


